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群馬県高崎行政県税事務所

☎０２７-３２２-４６８１

ぐんま三大梅林 秋間梅林

アクセス

Ⅰ
群馬県は古くから梅の産地
として全国的に有名。
なかでも西上州には、「ぐ
んま三大梅林」と言われる
安中市の「秋間」、高崎市
の「榛名」「箕郷」の3つの
梅林が広がっています。
花の見頃の時期には、あた
り一面に梅の花が咲き誇り、
春の香りに包まれる。

●問 安中市観光課
☎027-382-1111

上信越自動車道「松井田妙義IC」
より車で約20分
JR信越線安中駅より(株)ボルテ
ックスアーク秋間中関行きバス
で約20分、徒歩5分

榛名梅林

アクセス

●問 高崎市榛名支所産業観光課
☎027-374-5111

関越自動車道「高崎IC」より車
で約45分
JR高崎駅より群馬バス里見経由
室田行きで約50分

箕郷梅林

アクセス

●問 高崎市箕郷支所産業課
☎027-371-5111

関越自動車道「前橋IC」より車
で約30分
JR高崎駅より群馬バス箕郷営業
所行きで約30分、下車 タクシー
5分



　中
山
道
は
五
街
道
の
一
つ
で
、
江
戸
と
京
都
を

結
ぶ
主
要
街
道
で
す
。
木
曾
街
道
と
も
い
わ
れ
ま

し
た
。

　慶
長
年
間
に
街
道
は
整
備
さ
れ
、
上
野
国
（
上

州
、
現
在
の
群
馬
県
）
に
は
全
六
十
九
宿
の
う
ち

新
町
・
倉
賀
野
・
高
崎
・
板
鼻
・
安
中
・
松
井
田
・

坂
本
の
七
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
新
町
宿

は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
新
た
に
公
認
さ
れ

た
宿
場
で
、
そ
れ
ま
で
武
蔵
国
（
武
州
、
現
在
の

埼
玉
県
・
東
京
都
）
本
庄
宿
か
ら
玉
村
を
経
て
倉

賀
野
宿
へ
出
る
街
道
筋
が
本
道
で
し
た
。

　中
山
道
は
信
越
・
北
陸
諸
国
の
大
名
の
参
勤
交

代
や
年
貢
米
の
輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
、
各
宿
場
に
は
諸
大
名
や
武
家
が
宿
泊
す
る
本

陣
・
脇
本
陣
や
商
人
、
旅
人
な
ど
の
た
め
の
旅
篭

屋
等
が
建
ち
並
び
、
五
十
人
五
十
疋
の
御
定
人
馬

が
常
備
さ
れ
、
荷
物
の
輸
送
を
行
う
問
屋
場
が
お

か
れ
ま
し
た
。

　浮
世
絵
師

　渓
斎
英
泉
や
歌
川
広
重
に
よ
り
描

か
れ
た
「
木
曾
街
道
六
十
九
次
」
が
残
さ
れ
て
お

り
、
往
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
ま
す
。

中
山
道
と
は
…

中山道六十九次図

江戸
日本橋

上野
（群馬県）

1里18町（5.9km）

1里19町（6.0km）

1里30町（7.1km）

30町（3.2km）

2里16町（9.6km）

2里18町（9.7km）
表紙：木曾街道六十九次（復刻版）　所蔵：群馬県立歴史博物館
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松井田宿
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新 町 駅

倉 賀 野 駅

高 崎 駅

群馬八幡駅

安 中 駅

松 井 田 駅

横 川 駅

宿場名 距離 最寄り駅

高
崎
線

信
越
本
線

3 2

近江近江
山城山城

美濃美濃

信濃信濃

武蔵武蔵

　　日
本
橋

1
板
橋
宿

2
蕨
宿

3
浦
和
宿

4
大
宮
宿

5
上
尾
宿

6
桶
川
宿

7
鴻
巣
宿

8
熊
谷
宿

9
深
谷
宿

10
本
庄
宿

11
新
町
宿

12
倉
賀
野
宿

13
高
崎
宿

14
板
鼻
宿

15
安
中
宿

16
松
井
田
宿

17
坂
本
宿

18
軽
井
沢
宿

19
沓
掛
宿

20
追
分
宿

21
小
田
井
宿

22
岩
村
田
宿

23
塩
名
田
宿

24
八
幡
宿

25
望
月
宿

26
芦
田
宿

27
長
久
保
宿

28
和
田
宿

29
下
諏
訪
宿

30
塩
尻
宿

31
洗
馬
宿

32
本
山
宿

33
贄
川
宿

34
奈
良
井
宿

35
藪
原
宿

宿

　場

国武　　蔵上　　野信　　　濃

36
宮
ノ
越
宿

37
福
島
宿

38
上
松
宿

39
須
原
宿

40
野
尻
宿

41
三
留
野
宿

42
妻
籠
宿

43
馬
籠
宿

44
落
合
宿

45
中
津
川
宿

46
大
井
宿

47
大
湫
宿

48
細
久
手
宿

49
御
嶽
宿

50
伏
見
宿

51
太
田
宿

52
鵜
沼
宿

53
加
納
宿

54
河
渡
宿

55
美
江
寺
宿

56
赤
坂
宿

57
垂
井
宿

58
関
ヶ
原
宿

59
今
須
宿

60
柏
原
宿

61
醒
井
宿

62
番
場
宿

63
鳥
居
本
宿

64
高
宮
宿

65
愛
知
川
宿

66
武
佐
宿

67
守
山
宿

68
草
津
宿

69
大
津
宿

　　三
条
大
橋

宿

　場

国信　　　濃美　　　濃近　　　江山城

京都
三条大橋
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　脇本陣跡
倉賀野宿の2軒の脇本陣の中の一つ。
連子格子や脇うだつのある建物。宿場
時代の門も残る。

　倉賀野の追分
中山道と、日光へ向けた例
幣使街道との分岐点。閻魔
堂と隣りに追分常夜灯、道
標がある。

1
2 　倉賀野神社

倉賀野の総鎮守。拝殿正面の向拝
には珍しい「宗光が琴を奏でる彫刻」
がある。

3 　安楽寺
室町時代の異形板碑が保存されている。
本堂裏は、7世紀後半の安楽寺古墳。

4

新町宿倉賀野宿 本庄宿倉賀野宿高崎宿 新町宿

　於菊稲荷神社
朱色の鳥居が幾重にも連なる。宿場随
一の美女於菊の病の際、祈願して快癒し、
巫女になったことに因む。

　明治天皇新町行在所
明治11年に明治天皇が北陸・東海
地域の巡幸を行った際の宿泊施設。

　神流川
古戦場跡碑
織田信長の家臣
滝川一益と小田
原北条氏とが、こ
の付近で壮絶な
戦いを繰り広げた。

1

2 3 　弁財天社
弁財天を祭る小さな祠と、庚申碑、道
祖神がならぶ。弁天橋の手前に弁天の
芭蕉句碑がある。

4

駅入口

新町駅前宮本町

苗木町
自衛隊前

郵便局前

新町支所入口

新町防災アリーナ

弁天橋98㎞

神流川橋

WC

WC

WC

WC

WC

96㎞

97㎞
苗木町公園

南児童公園

新　町

新町中

新町第一小 高崎市新町支所

諏訪神社

八坂神社
芭蕉句碑

伊勢島神社

小林本陣跡

高崎線

新町宿常夜灯

文

〒

文

神流川

弁財天社

於菊稲荷神社

明治天皇新町行在所

神流川古戦場跡碑
1

2
4

3

17

関
越
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

サイクリングロード
を歩く

178

倉賀野西宮原町

正六 上町西

駅入口
中町

上町

倉賀野町 金属工業団地

新柳瀬橋北

中島（漆の内）

岩鼻町

岩鼻町北

綿貫町南 （P14参照）

下町

倉賀野

文

文

文 文

〒

〒

WC

WC

WC倉賀野小

岩鼻小

新柳瀬橋

柳瀬橋

サイクリング

ロード

矢中郵便局

矢中小

共
栄
橋

倉賀野中

倉賀野城主の墓
（永泉寺）

浅間山古墳

北向子育観世音

追分常夜灯

閻魔堂

倉賀野古商家おもてなし館
本陣跡 倉賀野河岸跡

鬼城句碑（養報寺）

児童公園

高崎線
例幣使街道

倉賀野緑地

烏川

上三中央公園
高札場跡安楽寺

倉賀野神社

脇本陣跡

倉賀野の追分

群馬の森A

1
2

3

4

17

121

4

17

178

1
A

中山道

国道

県道

名所図画（見どころ）

周辺の観光スポット

歴史・文化関係

日本橋からの距離

※出展：GPS  Cycling
　（URL https://gpscycling.net/
　　　　tokaido/nakasendo.html）

公共施設・その他

99㎞
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103㎞104㎞

105㎞
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倉賀野緑地

烏川

上三中央公園
高札場跡安楽寺

倉賀野神社

脇本陣跡

倉賀野の追分

群馬の森A

1
2

3

4

17

121

4

17

178

1
A

中山道

国道

県道

名所図画（見どころ）

周辺の観光スポット

歴史・文化関係

日本橋からの距離

※出展：GPS  Cycling
　（URL https://gpscycling.net/
　　　　tokaido/nakasendo.html）

公共施設・その他

99㎞

102㎞

103㎞104㎞

105㎞

5



高崎宿板鼻宿 倉賀野宿板鼻宿安中宿 高崎宿

　一里塚
江戸から28里（約112km）。
群馬県内に唯一現存する一里
塚。一対の形で残る。

　上豊岡の
　茶屋本陣
大名や上級武士、
公卿の休憩施設。
皇女和宮御下向の
際も、公卿などが客
人として立ち寄った。

1

　旧井上房一郎邸
近代日本建築の父と言われたアントニン・レーモ
ンドの自邸を元に設計。
※旧井上房一郎邸は、高崎市美術館内にあります。

1 　高崎城跡
徳川四天王の一人、井伊直政が築城。
堀や土塁、復元された乾櫓、東門が当
時の面影を伝える。

2 　長松寺
徳川3代将軍家光の弟忠長が自刃
したとされる客殿がある。墓所は高崎駅
近くの大信寺。

32 　双体道祖神
祝言像（男女が酒を酌み交わす瓢
箪と盃を持った像）。台座に京都、江
戸、日光、善光寺の道程が刻まれる。

3 　板鼻堰用水路
慶長年間に開削された用
水路。英泉の浮世絵にも
これが描かれている。

5

　板鼻本陣跡
（皇女和宮御宿泊所）
板鼻宿の本陣跡で、書
院は孝明天皇の妹・和宮
親子内親王が仮の宿とし
て宿泊された。

4

　万日堂
本尊は、全国で5体、関
東で唯一のみかえり阿
弥陀像。桧の寄木造で
室町時代のものと推定。

5

　山田文庫
山田勝次郎氏の居宅
を図書館として公開。屋
敷蔵、土蔵、煉瓦塀な
ど見事。

4

7 6

一般公開
一般公開

一般公開

群馬八幡

18

18 少林山入口

（P14参照）

八幡大門

板鼻下町

板鼻二丁目

板鼻陸橋下

板鼻宿

板鼻一丁目
板鼻

鷹之巣橋東

岩井

碓東小入口

上豊岡東

八幡宮の鳥居

若宮八幡

石井橋

碓東小

鼻高小

八幡小

信越本線

信越本線

鷹之巣橋

碓氷川の徒渡り
渡し場跡

碓氷川

いたはな公園
庚申塔道標

称名寺聞名寺南窓寺

鷹巣城跡
（板鼻城跡）

一里塚
2

少林山達磨寺C

双体道祖神
3

板鼻本陣跡（皇女和宮御宿泊所）4

板鼻堰用水路

5

文

文

文

WC

WC

〒
137

171

26上豊岡町

上豊岡の
茶屋本陣

1 WC

八幡八幡宮

114㎞

115㎞

117㎞118㎞

116㎞
高崎城跡

長松寺

大信寺

高崎白衣大観音

山田文庫

2
旧井上房一郎邸
1

3

4

5

B

17

17

354354

406

18

和田町
新後閑町

和田多中町

城南大橋

城南

南町

双葉町

新田町

八島町
あら町

栄町

連雀町
城址公民館

和田橋

（P14参照）

箕郷梅林Ⅰ
（裏表紙参照）（君が代橋東交差点から約11㎞）

聖石橋

田町

田町北

弓町本町三丁目

本町二丁目

本町1丁目

相生町

住吉町

並榎町

西小学校
入口

君が代橋東

並榎町西

君が代橋西下豊岡町西

高松町

高崎市役所前

WC

WC

WC

WC

WC

WC

聖石橋

和田橋

君が代橋

烏川

城址公園

高崎市役所

高崎署

高崎郵便局 もてなし広場

高崎公園

南小

高松中
中央図書館

第一中

三国街道

君が代橋親柱

村上鬼城記念館
（鬼城草庵）

万日堂

下豊岡の
道しるべ

正一位稲荷大明神

恵徳寺

高崎神社

信越
本線

北小

中央小

あら町諏訪神社

頼政神社
龍廣寺

興禅寺

延養寺
〒〒

〒

〒

文

高崎線

上
越
新
幹
線

上
信
電
鉄

城南野球場
城南運動場

高崎アリーナ

文

文 文

文

文

高　崎

城南小

108㎞

109㎞

110㎞

111㎞
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榛名梅林Ⅰ
（裏表紙参照）（板鼻下町交差点から約9㎞）



高崎宿板鼻宿 倉賀野宿板鼻宿安中宿 高崎宿

　一里塚
江戸から28里（約112km）。
群馬県内に唯一現存する一里
塚。一対の形で残る。

　上豊岡の
　茶屋本陣
大名や上級武士、
公卿の休憩施設。
皇女和宮御下向の
際も、公卿などが客
人として立ち寄った。

1

　旧井上房一郎邸
近代日本建築の父と言われたアントニン・レーモ
ンドの自邸を元に設計。
※旧井上房一郎邸は、高崎市美術館内にあります。

1 　高崎城跡
徳川四天王の一人、井伊直政が築城。
堀や土塁、復元された乾櫓、東門が当
時の面影を伝える。

2 　長松寺
徳川3代将軍家光の弟忠長が自刃
したとされる客殿がある。墓所は高崎駅
近くの大信寺。

32 　双体道祖神
祝言像（男女が酒を酌み交わす瓢
箪と盃を持った像）。台座に京都、江
戸、日光、善光寺の道程が刻まれる。

3 　板鼻堰用水路
慶長年間に開削された用
水路。英泉の浮世絵にも
これが描かれている。

5

　板鼻本陣跡
（皇女和宮御宿泊所）
板鼻宿の本陣跡で、書
院は孝明天皇の妹・和宮
親子内親王が仮の宿とし
て宿泊された。

4

　万日堂
本尊は、全国で5体、関
東で唯一のみかえり阿
弥陀像。桧の寄木造で
室町時代のものと推定。

5

　山田文庫
山田勝次郎氏の居宅
を図書館として公開。屋
敷蔵、土蔵、煉瓦塀な
ど見事。

4

7 6

一般公開
一般公開

一般公開

群馬八幡

18

18 少林山入口

（P14参照）
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（板鼻城跡）

一里塚
2

少林山達磨寺C

双体道祖神
3

板鼻本陣跡（皇女和宮御宿泊所）4

板鼻堰用水路
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〒
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26上豊岡町

上豊岡の
茶屋本陣

1 WC

八幡八幡宮

114㎞
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117㎞118㎞

116㎞
高崎城跡

長松寺

大信寺

高崎白衣大観音

山田文庫

2
旧井上房一郎邸
1

3
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B
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354354
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和田町
新後閑町

和田多中町

城南大橋

城南

南町

双葉町

新田町

八島町
あら町

栄町

連雀町
城址公民館

和田橋

（P14参照）

箕郷梅林Ⅰ
（裏表紙参照）（君が代橋東交差点から約11㎞）
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田町

田町北

弓町本町三丁目

本町二丁目

本町1丁目

相生町

住吉町

並榎町

西小学校
入口

君が代橋東

並榎町西

君が代橋西下豊岡町西

高松町

高崎市役所前

WC

WC

WC

WC

WC

WC

聖石橋

和田橋

君が代橋

烏川

城址公園

高崎市役所

高崎署

高崎郵便局 もてなし広場

高崎公園

南小

高松中
中央図書館

第一中

三国街道

君が代橋親柱

村上鬼城記念館
（鬼城草庵）

万日堂

下豊岡の
道しるべ

正一位稲荷大明神

恵徳寺

高崎神社

信越
本線

北小

中央小

あら町諏訪神社

頼政神社
龍廣寺

興禅寺

延養寺
〒〒

〒

〒

文

高崎線

上
越
新
幹
線

上
信
電
鉄

城南野球場
城南運動場
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文
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109㎞
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榛名梅林Ⅰ
（裏表紙参照）（板鼻下町交差点から約9㎞）



安中宿松井田宿 板鼻宿松井田宿坂本宿 安中宿

　原市の杉並木
天保年間には700本を
超え、日光杉並木と並び
称されていたが、今は、僅
かにかつての面影が残る。

　新島襄旧宅
新島襄ゆかりの旧宅。遺
品や関係書類、写真等
を収集して展示する施設
となっている。

　安中教会
大正8年、新島襄召天30周年を記念
して建てられた新島襄記念会堂は、建
築史上の意義も高い建物。

　旧碓氷郡役所
群馬県内で唯一残る郡役所の建物。地方自
治の歴史を示す貴重な建物として改修、公開
されている。

1 2

4

5
　旧安中藩郡奉行役宅・武家長屋
安中城跡に、古文書類を元にして、
当時の姿が復元されている。武家長屋
4軒続き。

3
　茶釜石・夜泣き地蔵
叩くと空の茶釜のような音がする
石。蜀山人は、この石を叩き、
珍しい音色に狂歌を作った。そ
ばには夜泣き地蔵が立つ。

　五料の茶屋本陣
参勤交代の大名や公家など
が休憩した所。お西・お東の2
軒が並び、何れも県史跡に指定。

　不動寺
見事な彫刻を施した、朱塗り、桃山
時代の作風式の仁王門が目を引く。
門の前には三基の石塔婆がある。

2

4

5
　補陀寺

小田原北条氏の重臣 大道寺政繁
の菩提寺。曹洞宗の寺院。境内は
松井田城の一角。

3

　妙義道
の常夜灯
妙義神社への
参 詣 者のため
の道標。この奥
には新島襄祖
先の墓がある。

1

9 8

一般公開

一般公開 一般公開

一般公開

18

18

上信越自動車道

妙義道の常夜灯

不動寺2
4

茶釜石・夜泣き地蔵
5

松井田八幡宮

松井田城跡

安中市役所松井田庁舎

信越本線
松井田妙義I.C

旧臼井小

百合若大臣の足跡石

碓氷神社

松井田

西松井田
〒 〒

小山沢

御所平

五料平
駅前

新堀

仲町
下町

安中工業団地入口

郷原

下町南

人見

八城

文

松井田中

旧松井田南中

西横野小

文

松井田高
松井田小

酒盛城址

名山城址

崇徳寺

日枝神社

文
文

文

文

WC

WC

WC

WC

松井田I.C入口

33

1

松井田

補陀寺
五料の茶屋本陣

五料

3
国土交通省
碓氷出張所

酒盛城址

松井田

33

細い道、急坂
18

五料
中仙道
第10踏切

上
信
越
自
動
車
道

安中署松井田分庁舎

急坂

126㎞

127㎞
128㎞129㎞

130㎞

131㎞

132㎞
133㎞

134㎞

妙義山E
（P14参照）

安　中

磯　部

磯部温泉

安中教会 1

旧安中藩
郡奉行役宅・
武家長屋

2
3

新島襄旧宅
4

原市の杉並木
5

高札場跡

熊野神社妙光院

安中市谷津庁舎

安中小

第一中

安中市役所

旧碓氷郡役所
ひさよし
緑地公園

ひさよし緑地公園

旧碓氷社本社簗瀬二子塚古墳

八本木地蔵堂

安中署
碓氷川

磯部温泉会館

第二中
原市小

磯部小

安中総合学園高

信越本
線

新島学園

米山公園

磯部温泉入口 碓氷病院入口

原市

安中総合学園高校

碓氷川クリーン
センター入口

高別当

城下

下野尻

野殿

安中駅西 安中駅入口

伝馬町

安中高校入口

安中市役所入口

磯部

（P14参照）
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125

堤防の
上を歩く

久芳橋 石垣

道祖神

細い道
18

D

119㎞120㎞
121㎞

122㎞
123㎞

124㎞125㎞

秋間梅林Ⅰ
（裏表紙参照）（高別当交差点から約9㎞）



安中宿松井田宿 板鼻宿松井田宿坂本宿 安中宿

　原市の杉並木
天保年間には700本を
超え、日光杉並木と並び
称されていたが、今は、僅
かにかつての面影が残る。

　新島襄旧宅
新島襄ゆかりの旧宅。遺
品や関係書類、写真等
を収集して展示する施設
となっている。

　安中教会
大正8年、新島襄召天30周年を記念
して建てられた新島襄記念会堂は、建
築史上の意義も高い建物。

　旧碓氷郡役所
群馬県内で唯一残る郡役所の建物。地方自
治の歴史を示す貴重な建物として改修、公開
されている。

1 2

4

5
　旧安中藩郡奉行役宅・武家長屋
安中城跡に、古文書類を元にして、
当時の姿が復元されている。武家長屋
4軒続き。

3
　茶釜石・夜泣き地蔵
叩くと空の茶釜のような音がする
石。蜀山人は、この石を叩き、
珍しい音色に狂歌を作った。そ
ばには夜泣き地蔵が立つ。

　五料の茶屋本陣
参勤交代の大名や公家など
が休憩した所。お西・お東の2
軒が並び、何れも県史跡に指定。

　不動寺
見事な彫刻を施した、朱塗り、桃山
時代の作風式の仁王門が目を引く。
門の前には三基の石塔婆がある。

2

4

5
　補陀寺

小田原北条氏の重臣 大道寺政繁
の菩提寺。曹洞宗の寺院。境内は
松井田城の一角。

3

　妙義道
の常夜灯
妙義神社への
参 詣 者のため
の道標。この奥
には新島襄祖
先の墓がある。

1
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〒 〒
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安中工業団地入口

郷原

下町南

人見
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文
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補陀寺
五料の茶屋本陣

五料

3
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碓氷出張所
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松井田
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　めがね橋
明治25年に完成した煉
瓦造り4連アーチ式の鉄
道橋。近代化遺産として、
我が国初の国重要文化財。

　旅籠かぎや跡
坂本宿の面影を残す代
表的建物。坂本に移住し
た高崎藩の納戸役鍵番
武井家に因んで名付けた。

　佐藤本陣跡
坂本宿にあった2軒の本陣のうちの
一つで、上の本陣と呼ばれた。坂
本小学校発祥の地の碑が立つ。

　碓氷関所跡
江戸幕府によって設置された関所。
関東入国の関門として、箱根と並
んで厳しく監視された。

　横川駅 「峠の釜めし」で有名な駅。駅前にそ
の製造元がある。かつては軽井沢へ
向けた碓氷峠越えの拠点。

1

2 3

4

5

坂本宿軽井沢宿 松井田宿新 町 宿

江戸から第十一番目の宿場。本庄宿

と倉賀野宿間は、元々、玉村の地を

経由するルートだったが、加賀藩前

田家が新道を開拓し、新しい宿場と

して整備された。地名は、甲州街道

の「新宿」と同様、中山道の中で最

も遅く成立した新しい町ということ

に由来する。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

11町38間
1,437人
407軒
2軒
1軒
43軒

倉賀野宿

江戸から第十二番目の宿場。利根川

水系最上流の河岸があり、牛馬で運

ばれてきた上信越の物資が、ここか

ら舟積されて江戸へと運ばれ、水運

の要所として栄えた。また、日光東

照宮の徳川家康命日の大祭に派遣さ

れる朝廷からの勅使が通る「例幣使

街道」の分岐点でもあり重要な宿場

であった。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

9町16間
2,032人
297軒
1軒
2軒
32軒

高 崎 宿

江戸から第十三番目の宿場。高崎城

の城下町。本陣・脇本陣は設置され

なかった。城下の本町・田町・新町

では六斎市（月に６回の市）が開かれ、

合わせて１８回もの市が立ち、問屋、

仲買の大商店が並ぶなど、商業で賑

わった。越後へ向けた「三国街道」

との分岐にもあたり交通の要衝でも

あった。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

22町11間
3,235人
837軒
ー　
ー　
15軒

18

18

横　川

横川茶屋本陣
おぎのや資料館

永井脇本陣跡

下木戸跡
金井本陣跡

芭蕉の句碑
唱歌「もみじ」歌碑

北原白秋の碑

上木戸跡

みよがや脇本陣跡

坂本八幡宮

アプトの道
峠の湯

碓氷湖

中山道　　
（中部北陸自然歩道）

坂本宿屋号一覧
旧丸山変電所

文

横川駅
1

佐藤本陣跡 3

旅籠かぎや跡4

めがね橋
5

WC
WC

上信越自動車道

横川S.A

下横川
横川

（P15参照）

（P15参照）
（P15参照）

WC

18

碓氷関所跡WC

WC

WC

ア
プ
ト
の
道

文
旧松井田西中

霧積橋

薬師坂の碑

薬師堂
旧松井田西中

2

碓氷峠
鉄道文化むら

F

H
G

至軽井沢宿

11 ※各宿場のデータは、江戸幕府の「中山道宿村大概帳」（天保14年［1843年］）による。 10
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坂 本 宿

江戸から第十七番目の宿場。参勤交

代の実施に伴い、碓氷峠の登り口に

宿場が必要となったことから、計画

的に作られた。道幅が広く、整然と

町並みが整備されている。碓氷関所

を控え、旅籠が多いのが特徴。ここ

を過ぎると、いよいよ街道最大の難

所の一つである碓氷峠越えとなる。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

6町19間
732人
162軒
2軒
2軒
40軒

坂本宿から碓氷峠へ
板 鼻 宿

江戸から第十四番目の宿場。旅籠が

５４軒と、街道中でみてもかなり多

かった。「碓氷川の徒歩渡し」があ

ったところで、増水すると川止めに

なり、多くの旅人が逗留した。幕末、

皇女和宮が将軍家茂に降嫁の折に宿

泊された本陣書院が、今も残っている。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

10町30間
1,422人
312軒
1軒
1軒
54軒

安 中 宿

江戸から第十五番目の宿場。安中城

の城下町。日本マラソン発祥の地と

言われ、毎年、碓氷峠の熊野権現ま

で走る「侍マラソン」が行われている。

これは安政年間に藩士の鍛錬のため

に始めた「安政の遠足」が起源。同

志社の設立者で、キリスト教布教に

尽力した新島襄は安中藩士の子。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

3町44間
348人
64軒
1軒
2軒
17軒

松井田宿

江戸から第十六番目の宿場。信州

各藩から集まる年貢米の中継地とし

て賑わい、「米宿」とも呼ばれていたと

言う。西に碓氷関所を控えており、馬

子唄に「雨が降りゃこそ松井田泊まり

降らじゃこしましょ坂本へ」と唄われたよ

うに、日のあるうちに面倒な関所を越

しておきたいと、松井田を通過してしま

う大名や旅人が多かった。

町並の長さ
人　　　口
総　家　数
本　　　陣
脇　本　陣
旅　籠　数

9町8間
1,009人
252軒
2軒
2軒
14軒

　坂本宿を過ぎると、いよいよ街道最大の難所の一つと言わ
れる「碓氷峠」へ入り、信州軽井沢宿へ向けて山路の旧道が
続いていきます。
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思婦石

笹沢と人馬施行所
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弘法の井戸

堀切跡

覗
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関係照会先一覧
群馬県高崎行政県税事務所

高崎市役所観光課

安中市役所観光課

（一社）高崎観光協会

☎027-322-4681

☎027-321-1257

☎027-382-1111

☎027-330-5333

（一社）安中市観光機構

磯部観光温泉旅館協同組合

高崎駅観光案内所

☎027-329-6203

☎027-385-6310

☎027-327-9333

15 14

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より道の駅みょうぎまで車で約5分
JR信越本線松井田駅より道の駅みょうぎまでタクシーで約10分

妙義山E
国の名勝で日本百景にも選
ばれている。耶馬溪、寒霞
渓と並ぶ「日本三奇勝」の
一つ。奇岩、怪石の景勝に
富んでいる。

少林山 達磨寺C

1696年前橋城主が水戸光圀公に依頼し
て心越禅師を迎え禅の道場として開かれた。
張り子の「縁起だるま」で有名な黄檗宗の寺院。

高崎白衣大観音B

昭和11年（1936）に実業家井上保三郎氏
によって建立された高崎のシンボル。胎
内には20体の仏像もあり、拝観できる。

群馬の森A

県立近代美術館・歴史博物館のある、森
林親水公園。屋外演奏会や各種イベント
も行われる。

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約30分
JR高崎駅よりぐるりんバス少林山線で約20分
JR高崎駅より群馬バス安中市役所行きで約20分、下車 徒歩10分

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約20分
JR高崎駅よりぐるりんバス観音山線で約20分、
下車 徒歩10分

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約15分
JR高崎駅よりタクシーで約20分
JR高崎駅よりぐるりんバスで約20分～40分

●問 （一社）富岡市観光協会 
☎0274-62-6001

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より車で約15分
JR信越本線磯部駅より徒歩5分　　　　　　　　　　　　※令和7年2月現在

磯部温泉D
泉質は、なめらかな炭
酸水素塩泉。7軒（※）の
温泉旅館と日帰り温泉
施設が建つ。温泉記号
発祥の地であり、舌切
り雀伝説発祥の地とし
ても知られる。 ●問 磯部観光温泉旅館協同組合 ☎027-385-6310

●問 ☎027-322-8800 ●問 （一社）高崎観光協会　☎027-330-5333 ●問 県立近代美術館 ☎027-346-5560 県立歴史博物館 ☎027-346-5522

アプトの道H

廃線となっている信越本線横川～軽井沢間
は、急勾配の碓氷峠を越えることから、昭和
38年まで、アプト式鉄道が用いられていた。そ
の廃線跡の一部を利用し、遊歩道として整備
された。めがね橋（P.10）もこの途中にある。

峠の湯G

中山道の中でも難所として知られた碓氷
峠。そのふもとに建つ日帰り温泉施設。
碓氷線の遺構である「めがね橋」(碓氷第
三橋梁)をイメージしたレンガ造りのアー
チが特徴です。

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号
経由、車で約7分
JR信越本線横川駅より徒歩3分

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号経由、
車で約12分
JR信越本線横川駅より徒歩約40分、タクシーで約5分

●問 安中市観光課　☎027-382-1111 ●問 碓氷峠の森公園交流館「峠の湯」 ☎027-380-4000

碓氷峠 鉄道文化むらF

かつて碓氷峠で活躍した電気機関車をは
じめ名車両を展示する、峠と鉄道の歴史
館。峠の湯までの間をトロッコ列車も運
行している。

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号
経由、車で約7分
JR信越本線横川駅より徒歩3分

●問 ☎027-380-4163
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高崎市役所観光課

安中市役所観光課

（一社）高崎観光協会

☎027-322-4681

☎027-321-1257

☎027-382-1111

☎027-330-5333

（一社）安中市観光機構

磯部観光温泉旅館協同組合

高崎駅観光案内所

☎027-329-6203

☎027-385-6310

☎027-327-9333

15 14

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より道の駅みょうぎまで車で約5分
JR信越本線松井田駅より道の駅みょうぎまでタクシーで約10分

妙義山E
国の名勝で日本百景にも選
ばれている。耶馬溪、寒霞
渓と並ぶ「日本三奇勝」の
一つ。奇岩、怪石の景勝に
富んでいる。

少林山 達磨寺C

1696年前橋城主が水戸光圀公に依頼し
て心越禅師を迎え禅の道場として開かれた。
張り子の「縁起だるま」で有名な黄檗宗の寺院。

高崎白衣大観音B

昭和11年（1936）に実業家井上保三郎氏
によって建立された高崎のシンボル。胎
内には20体の仏像もあり、拝観できる。

群馬の森A

県立近代美術館・歴史博物館のある、森
林親水公園。屋外演奏会や各種イベント
も行われる。

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約30分
JR高崎駅よりぐるりんバス少林山線で約20分
JR高崎駅より群馬バス安中市役所行きで約20分、下車 徒歩10分

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約20分
JR高崎駅よりぐるりんバス観音山線で約20分、
下車 徒歩10分

アクセス
関越自動車道「高崎I.C」より車で約15分
JR高崎駅よりタクシーで約20分
JR高崎駅よりぐるりんバスで約20分～40分

●問 （一社）富岡市観光協会 
☎0274-62-6001

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より車で約15分
JR信越本線磯部駅より徒歩5分　　　　　　　　　　　　※令和7年2月現在

磯部温泉D
泉質は、なめらかな炭
酸水素塩泉。7軒（※）の
温泉旅館と日帰り温泉
施設が建つ。温泉記号
発祥の地であり、舌切
り雀伝説発祥の地とし
ても知られる。 ●問 磯部観光温泉旅館協同組合 ☎027-385-6310

●問 ☎027-322-8800 ●問 （一社）高崎観光協会　☎027-330-5333 ●問 県立近代美術館 ☎027-346-5560 県立歴史博物館 ☎027-346-5522

アプトの道H

廃線となっている信越本線横川～軽井沢間
は、急勾配の碓氷峠を越えることから、昭和
38年まで、アプト式鉄道が用いられていた。そ
の廃線跡の一部を利用し、遊歩道として整備
された。めがね橋（P.10）もこの途中にある。

峠の湯G

中山道の中でも難所として知られた碓氷
峠。そのふもとに建つ日帰り温泉施設。
碓氷線の遺構である「めがね橋」(碓氷第
三橋梁)をイメージしたレンガ造りのアー
チが特徴です。

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号
経由、車で約7分
JR信越本線横川駅より徒歩3分

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号経由、
車で約12分
JR信越本線横川駅より徒歩約40分、タクシーで約5分

●問 安中市観光課　☎027-382-1111 ●問 碓氷峠の森公園交流館「峠の湯」 ☎027-380-4000

碓氷峠 鉄道文化むらF

かつて碓氷峠で活躍した電気機関車をは
じめ名車両を展示する、峠と鉄道の歴史
館。峠の湯までの間をトロッコ列車も運
行している。

アクセス
上信越自動車道「松井田妙義I.C」より国道18号
経由、車で約7分
JR信越本線横川駅より徒歩3分

●問 ☎027-380-4163
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ぐんま三大梅林 秋間梅林

アクセス

Ⅰ
群馬県は古くから梅の産地
として全国的に有名。
なかでも西上州には、「ぐ
んま三大梅林」と言われる
安中市の「秋間」、高崎市
の「榛名」「箕郷」の3つの
梅林が広がっています。
花の見頃の時期には、あた
り一面に梅の花が咲き誇り、
春の香りに包まれる。

●問 安中市観光課
☎027-382-1111

上信越自動車道「松井田妙義IC」
より車で約20分
JR信越線安中駅より(株)ボルテ
ックスアーク秋間中関行きバス
で約20分、徒歩5分

榛名梅林

アクセス

●問 高崎市榛名支所産業観光課
☎027-374-5111

関越自動車道「高崎IC」より車
で約45分
JR高崎駅より群馬バス里見経由
室田行きで約50分

箕郷梅林

アクセス

●問 高崎市箕郷支所産業課
☎027-371-5111

関越自動車道「前橋IC」より車
で約30分
JR高崎駅より群馬バス箕郷営業
所行きで約30分、下車 タクシー
5分


